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１．概要（Summary） 

「聞こえ」に問題を抱える高齢者の難聴を改善し、周囲

との円滑なコミュニケーションをサポートする無電源の新

型人工内耳の開発を実施中。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 レジスト現像装置、厚膜フォトレジスト用スピンコーティン

グ装置、深堀りドライエッチング装置、ウエハスピン洗浄装

置、磁気中性線放電ドライエッチング装置等 

 

【実験方法】 

① 上記装置の使用講習を受けた。 

② 圧電薄膜形成等を京セラ株式会社にて、エッチング

等の微細加工の後半工程を京都大学ナノハブにて

行い、新聴覚デバイスを作製した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 Fig. 1 に 4 インチ Si ウェハ上に作製した聴覚デバイス

の写真を示す。 

 

 

Fig. 1 Phot of fabricated devices on Si wafer. 

 

デバイスの出来具合を評価するため、社内において共

振周波数測定、及び静電容量測定等の電気特性評価を

行った。その結果、共振周波数及び静電容量ともに設計

値の±10%以内に収まっていた。よって、ほぼ設計値通

りに作製できたものと考える。今後、モルモットの蝸牛にイ

ンプラントし、聴力検査を行う予定である。また、新型人工

内耳の手術器具の開発において、デバイスの把持方法

やインプラント方法等を検証するためにも利用する予定

である。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

参画機関：滋賀県立総合病院研究所、京都大学、大阪

大学、京セラ株式会社  

・共同研究者： 

滋賀県立成人病センター研究所 伊藤壽一、 

京都大学大学院医学研究科 西村 幸司 

大阪大学大学院基礎工学研究科 川野聡恭 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし 

 

６．関連特許（Patent） 

なし 

 


